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三
月
役
員
会
報
告

　
三
月
四
日
（
土
）
に
役
員
会
全
体

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報

告
、
同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査

報
告
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

同
報
告
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
続
き
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業

計
画
案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
進
級
す
る
役
員
の
方
の

二
十
九
年
度
留
任
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

会
長
挨
拶

後
援
会
会
長　

加
藤　

友
作

し
ま
す
。
四
月
に
は
十
三
期
生
を
迎

え
、
学
園
創
立
七
十
周
年
が
晴
れ
や

か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
後
援
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
教
育
環
境
・

教
育
活
動
の
充
実
、
就
職
活
動
や
管

理
栄
養
士
資
格
取
得
へ
の
支
援
、
教

職
員
の
研
究
助
成
へ
の
支
援
等
に
、

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
御
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
の
御
健
康
と
御
多
幸
、
そ
し
て
東

京
聖
栄
大
学
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
、挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

秋
涼
の
み
ぎ
り
、
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
御
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日

頃
よ
り
後
援
会
活
動
に
御
理
解
と
御

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
四
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
後

援
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
加
藤
友
作
で

す
。
不
慣
れ
な
点
が
多
々
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
役
員
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
年
度

の
活
動
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
大
学
で
は
三
月
に
九
期
生

が
社
会
へ
と
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
今
後
の
御
活
躍
を
祈
る
と
と
も

に
、
卒
業
生
と
し
て
後
輩
達
の
良
き

見
本
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

平
成
二
十
九
年
度
保
護
者
会
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
後
援
会
と
大
学
共
催
に

よ
る
保
護
者
会
は
、十
月
七
日
（
土
）

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
子
息
、
ご
息
女
の
大
学
で
の
様

子
や
就
職
の
展
望
等
に
つ
い
て
学
年

担
任
と
の
懇
談
を
通
し
、
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
教
育

内
容
に
つ
い
て
も
私
達
保
護
者
が
理

解
を
深
め
る
機
会
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
保
護
者
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
終
了
後
、
後
援
会
主
催
に
よ

る
教
職
員
と
の
情
報
交
換
会
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

◆
学
園
創
立
七
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行
◆

　

平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
一
日

（
水
）
学
校
法
人
東
京
聖
栄
大
学
創

立
七
〇
周
年
記
念
式
典
が
、
一
号
館

四
階
講
堂
に
お
い
て
約
二
五
〇
名
が

出
席
の
も
と
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

始
め
に
、
福
澤
美
喜
男
理
事
長
よ

り
、
創
設
か
ら
今
日
ま
で
の
歩
み
の

中
で
、
本
学
園
に
ご
尽
力
戴
い
た
、

関
係
者
の
皆
様
に
対
す
る
謝
辞
と
、

「
今
後
も
教
職
員
が
一
丸
と
な
り
力

総　

会

　

四
月
一
日
（
土
）
の
大
学
入
学
式

当
日
、
本
学
わ
た
な
べ
記
念
館
に
於

い
て
、
ご
父
母
（
保
護
者
）
多
数
の

出
席
を
得
て
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

引
続
き
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

選
任
・
委
嘱
さ
れ
た
新
役
員
の
方
々

の
御
紹
介
の
後
、
新
会
長
に
は
加
藤

友
作
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
役
員

の
ご
紹
介
が
あ
り
、
議
場
に
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

尚
、
総
会
で
の
決
定
事
項
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

六
月
役
員
会
報
告

　

六
月
三
日
（
土
）
に
役
員
会
全
体

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
ず
、
副
会
長
、
会
計
監
査
、
会

計
の
後
援
会
役
員
三
役
が
選
任
さ

れ
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
四
ペ
ー
ジ
に
役
員
紹
介
）

　

ま
た
、
十
月
と
来
年
三
月
発
行
予

定
の
後
援
会
会
報
発
行
計
画
案
が

夫
々
承
認
さ
れ
、
併
せ
て
、
保
護
者

会
・
懇
親
会
に
つ
い
て
の
日
程
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

を
合
わ
せ
、
食
と
栄
養
の
特
色
を
生

か
し
、
保
護
者
・
卒
業
生
が
本
学
で

学
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
学
園
運

営
を
行
い
た
い
」
と
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
、
平
沢

勝
栄
衆
議
院
議
員
、
聖
栄
会
（
同
窓

会
）
髙
橋
興
亜
会
長
よ
り
東
京
聖
栄

大
学
へ
の
期
待
を
こ
め
た
祝
辞
を
賜

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
永
年
勤
続
者

等
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
最
後
に

校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
式
典
は
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
創
立
七
〇
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
一
号
館
四
階

講
堂
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
行
わ

れ
、
耐
震
の
強
化
・
教
育
環
境
の
充

実
化
を
図
る
為
、
最
新
Ｏ
Ａ
機
器
等

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
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東
京
聖
栄
大
学
は
、
平
成
十
七
年

四
月
の
開
学
か
ら
、
十
一
年
目
を
迎

え
、
七
三
七
名
の
卒
業
生
が
巣
立
ち

ま
し
た
。
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
と

し
て
勤
務
す
る
者
は
、
六
六
一
名
で

全
体
の
九
〇
％
を
占
め
、
専
門
職
と

し
て
多
方
面
で
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い

ま
す
。
大
学
で
は
、「
健
康
・
栄
養
・

食
品
に
関
す
る
専
門
的
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
、
地
域
社
会
や
職
業
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
」
を
教
育
目
標
と
し
、
体
を
動
か

す
こ
と
を
厭
わ
な
い
実
践
力
と
、
他

者
と
共
に
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
た
学
生
を

育
て
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
が
徐
々
に
表

れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
合

格
率
に
於
い
て
も
、徐
々
に
上
昇
し
、

現
在
で
は
、
九
割
以
上
の
者
が
合
格

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
教
育
方
法
の
見
直
し
を
行

管
理
栄
養
学
科

求
め
ら
れ
る
教
育
を

目
指
し
て

管
理
栄
養
学
科
長
　
鈴
木
　
三
枝

い
、
各
教
科
目
の
繋
が
り
を
横
断
的

に
学
べ
る
よ
う
、
四
年
次
に
専
門
基

礎
分
野
及
び
専
門
分
野
の
科
目
を
オ

ム
ニ
バ
ス
と
し
、
受
験
対
策
に
備
え

た
授
業
を
展
開
し
た
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

か
ら
は
、
国
家
試
験
が
三
月
上
旬
と

な
り
、発
表
が
三
月
末
と
な
り
ま
す
。

よ
り
一
層
の
準
備
対
策
を
し
な
け
れ

ば
、
就
職
試
験
に
合
格
し
て
も
、
国

家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
希
望
す

る
職
場
に
採
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ

と
が
出
て
く
る
と
懸
念
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
四
月
に

管
理
栄
養
学
科
教
職
課
程
が
設
置
さ

れ
、
葛
飾
区
内
の
小
・
中
学
校
に
、

初
め
て
教
育
実
習
生
を
お
願
い
し
、

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
教
壇
か

ら
食
育
授
業
を
行
う
緊
張
感
と
充
実

感
は
、
大
き
な
力
と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
地
域
に
於
け
る
栄
養
改

善
事
業
は
、葛
飾
区
と
大
学
の
間
で
、

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

教
員
、
学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
「
か

つ
し
か
元
気
食
堂
推
進
事
業
」や「
か

つ
し
か
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」
等
に
協

力
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
食
」

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
管
理

栄
養
士
は
、
益
々
重
宝
さ
れ
求
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
即
戦

力
と
な
る
人
材
が
必
要
と
さ
れ
る
時

代
で
あ
り
、
私
た
ち
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
学
生
教
育

に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

（
学
生
支
援
・
就
職
支
援
）

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座（
三
年
）

　
四
月
十
四
日
（
木
）
外
部
講
師
を

招
い
て
三
年
次
生
を
対
象
に
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
対
策
講
座
を
実
施
し
ま

し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
書
く
上

で
の
注
意
点
等
の
説
明
・
解
説
が
あ

り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
実
際
に
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
は

就
職
活
動
に
お
い
て
重
要
事
項
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、

本
講
座
で
学

ん
だ
こ
と
を

活
か
し
就
職

活
動
の
準
備

を
進
め
て
欲

し
い
で
す
。

学
内
企
業
説
明
会
（
四
年
）

　

五
月
十
一
日
（
木
）
食
品
学
科
の

学
生
を
主
な
対
象
と
し
て
食
品
関
連

企
業
か
ら
六
社
、五
月
十
二
日
（
金
）

管
理
栄
養
学
科
の
学
生
を
主
な
対
象

と
し
て
管
理
栄
養
士
職
の
採
用
企
業

か
ら
五
社
の
人
事
担
当
者
が
来
校
さ

れ
、
業
界
や
各
企
業
に
つ
い
て
の
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
は
、
人
事
担
当
者
の
話

講
座

　

本
学
四
年
次
生
の
内
定
状
況
（
九   

月
十
五
日
現
在
）
は
、
七
八
・
八
％

と
昨
年
度
比
プ
ラ
ス
三
・
八
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
ま
し
た
。
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
今
後
も
就
職
未
内
定
者
に

対
し
、
継
続
し
て
個
別
に
就
職
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
就
職
未
内

定
者
は
積
極
的
に
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
、
諦
め
ず
に
就
職
活

動
を
継
続
し
て
ほ
し
い
で
す
。
昨
年

度
か
ら
企
業
の
採
用
選
考
活
動
が
八

月
開
始
か
ら
六
月
開
始
に
変
更
さ

れ
、
就
職
活
動
が
短
期
集
中
化
し
た

た
め
、
事
前
の
準
備
が
今
ま
で
以
上

に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
就
職
活

動
環
境
の
変
化
に
よ
り
学
生
の
不
安

が
増
し
て
い
ま
す
が
、
後
援
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
が
始
ま
る
三

年
次
生
へ
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
就
職
専
門
業
者
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
学
内
業
界
説
明
会
な
ど
多
数
の

就
職
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
で

す
。
積
極
的
に
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
最
新
情
報
を
収
集
し
て

自
身
の
就
職
活
動
に
活
か
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　

就
職
支
援
に
あ
た
り
、
関
係
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

を
真
剣
に
聞

き
、
活
発
に
質

問
す
る
な
ど
様

々
な
情
報
を
収

集
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
参

加
企
業
様
か
ら

内
定
を
頂
い
た
学
生
も
お
り
、
着
実

に
内
定
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
講
座
（
一
年
）

　

六
月
二
十
九
日
（
木
）
新
入
生
を

対
象
と
し
た
マ
ナ
ー
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。
本
学

が
取
り
組
ん
で

い
る
「
マ
ナ
ー

向
上
運
動
」
の

一
環
で
も
あ
り
、

演
習
を
交
え
た

有
意
義
な
講
座

と
な
り
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
た
め
の
マ
ナ
ー
講
座（
三
年
）

　

七
月
六
日
（
木
）
三
年
次
生
を
対

象
に
就
職
活
動
の
た
め
の
マ
ナ
ー
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
開

始
に
備
え
た
講
座
で
あ
り
、
学
生
同

士
で
挨
拶
の

作
法
な
ど
確

認
し
合
い
、

参
加
者
は
楽

し
み
な
が
ら

受
講
し
て
い

ま
し
た
。

就
職
支
援



［３］　平成 29年 10月１日	 東京聖栄大学後援会会報	 第 62号
　

こ
の
四
月
か
ら
食
品
学
科
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
荒
木
で
ご
ざ
い
ま

す
。
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
学
生
の
教
育
全
般
に
亘
り
ご
支

援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
学
を
応
援
し
、
貴
重
な
ご
意
見
を

く
だ
さ
る
後
援
会
の
皆
様
は
、
本
学

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

食
品
学
科
の
取
り
組
み
を
一
部
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
度

の
ベ
ト
ナ
ム
海
外
研
修
で
は
、
フ
エ

高
等
師
範
大
学
訪
問
、
市
場
見
学
、

食
文
化
体
験
等
、
食
品
学
科
な
ら
で

は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
参
加
学
生
達
は

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
年
度
の
海
外
研
修
は
更
に

内
容
を
充
実
さ
せ
再
度
ベ
ト
ナ
ム
研

修
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の

学
生
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
宿
泊
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

食
品
学
科
で
の
四
年
間
の
学
び
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
新
し
い
友
と
寝
食
を
共

食
品
学
科

食
品
学
科
の
学
び
の

充
実
化
を
め
ざ
し
て

食
品
学
科
長
　
荒
木
　
裕
子

に
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

生
活
が
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
二
年
生
は
、
コ
ー

ス
選
択
に
よ
る
専
門
的
な
学
び
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
月
の

市
場
見
学
、
夏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修

等
、
食
の
専
門
家
と
し
て
「
食
」
を

総
合
的
に
理
解
で
き
る
人
材
の
養
成

を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、

学
生
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

三
年
生
、
四
年
生
は
卒
業
研
究
と

就
職
活
動
の
大
切
な
時
期
で
す
。
三

年
生
は
ゼ
ミ
に
配
属
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
リ
サ
ー

チ
な
ど
の
授
業
も
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
四
年
生
の
就
職
活
動
に
対
し
、

卒
業
時
に
は
就
職
率
一
〇
〇
％
目
指

し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
卒
業
研

究
は
四
年
間
の
学
修
の
集
大
成
と
し
て

大
変
重
要
で
す
。
研
究
内
容
は
、
食
品

の
食
味
の
改
善
・
分
析
、
新
し
い
加
工

食
品
開
発
、
食
文
化
等
々
、
多
岐
の
分

野
に
広
が
っ
て
お
り
、
四
年
生
は
各
研

究
室
で
卒
業
研
究
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

食
品
学
科
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

取
り
組
み
で
す
が
、
食
の
専
門
家
育

成
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
新

し
い
学
び
を
取
り
入
れ
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
特
に
二
つ
の
コ
ー
ス

の
学
び
の
特
徴
を
更
に
明
確
に
し
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
育
の
実

践
を
め
ざ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
他
に
も
取
り
組
み
た
い
課
題
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
食
品
学
科

教
員
一
同
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
変

革
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●�

学
友
会
総
会

　

四
月
十
日
（
月
）
学
友
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
、
学
友
会

会
長
よ
り
新
入
生
に
向
け
た
挨
拶
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
新
役
員
の
選

出
や
平
成
二
十
八
年
度
決
算
報
告
・

平
成
二
十
九
年
度
予
算
の
審
議
が
な

さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
二
十
八
年
度
行
事
報
告
及
び
平

成
二
十
九
年
度
行
事
予
定
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
の
校
章
と

校
歌
の
紹
介
が
な
さ
れ
、「
熱
意
」「
誠

意
」「
創
意
」
の
三
意
の
校
訓
を
新

入
生
に
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

● 

部
・
同
好
会
説
明
会

　

総
会
に
引
き
続
き
、「
部
・
同
好

会
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
団
体
毎

の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
団
体

の
顧
問
か
ら
も
新

入
生
に
向
け
て
熱

心
な
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

●�

聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）
予
告

　

今
年
度
の
『
聖
栄
葛
飾
祭
』
が
、

十
一
月
十
一
日（
土
）・
十
二
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
食

の
な
い
人
生
な
ん
て
～N

o Food 
N

o Life

～
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
学
園
創
立
七
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
特
別
記
念
講

演
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

短
期
大
学
時
代
よ
り
続
く
「
学
友

会
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
は
、
ご
来
場
い
た

だ
く
皆
様
に
満
足
頂
け
る
メ
ニ
ュ
ー

を
ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元

地
域
密
着
の
大

学
祭
と
し
て
葛

飾
区
の
後
援
や

各
地
域
団
体
の

皆
様
に
ご
協
力

を
頂
き
開
催
さ

れ
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
方
の
ご

来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●�

新
入
生
歓
迎
会

　

四
月
十
九
日
（
水
）
新
入
生
歓
迎

会
が
開
催
さ
れ
、
東
京
国
際
大
学
国

際
戦
略
研
究
所
教
授 

岡
田　

仁
考

氏
よ
り
「
あ
な
た

に
も
で
き
る
：
多

様
性
の
認
識
と
世

界
の
持
続
可
能
性

へ
の
貢
献
」
と
題

し
た
特
別
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●�

体
育
祭

　

六
月
二
日
（
金
）
本
学
船
橋
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
学
生
が
参
加
の
為
、
学
年

の
垣
根
を
越
え
た
白

熱
し
た
競
技
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
、
２
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ス
（
管
理
栄
養
学

科
二
年
次
生
）
で
し

た
。
学
生
間
の
交
流

を
深
め
、
ク
ラ
ス
全

体
で
親
交
を
深
め
る

有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

学
友
会
活
動
報
告

平成29年度学友会役員一覧
会　　長� ３NB� 久　次　優　稀
副 会 長� ３FA� 川　原　直　也
� ２NA� 桑　原　陸　斗
� ２FB� 篠　崎　みよし
総　　務� ３NA� 須　田　俊　哉
� ３FB� 本　橋　紀　子
� ２NA� 澤　村　　　立
� ２FA� 坂　本　梨　紗
会　　計� ３NB� 平　井　　　智
� ３FB� 森　川　笑　夢
� ２NA� 小　倉　久　佳
� ２NA� 琴　寄　真　実
� ２FA� 綾　　　望　美
会計監査� ３NB� 布　施　雄　輝
� ２NB� 永　野　菜　緒
体育祭実
行委員会� ３NB� 畠　山　明　澄
委 員 長� � � �
体育祭実� ３FA� 鎌　田　遼　太
行委員会� ３NA� 小　林　萌　奈副委員長

� ２NB� 三　田　紘　平
� ２FA� 大　貫　拓　馬
大学祭実
行委員会� ３NB� 村　山　未来子
委 員 長
大学祭実� ３FB� 星　野　　　瞳
行委員会� ３FB� 堀　内　　　将副委員長

� ２NB� 平　賀　みなみ
� ２FA� 今　泉　智　裕
� ２FB� 柴　山　采　夏
委 員 会� ３FB� 髙　木　柚　衣
責 任 者� ２NB� 藤　山　ひかる
部・同好� ３NA� 新　井　愛　美
会責任者� ３FB� 登　山　和　輝
� ２NA� 池　田　しずく
� ２FB� 古　屋　智　明
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学
生
団
体

等
の
活
動

記
録
等
に

活
用
し
大

い
に
役
立

て
て
い
ま

す
。

●
就
職
関
係

　

就
職
活
動
支
援
Ｄ
Ｖ
Ｄ
二
本
を
購

入
し
寄
贈
し
ま
し
た
。
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
の
活
用
や
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
で
閲
覧
が
で
き
る
の
で
、
学
生

に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
学
生
が
客
観

的
に
自
分
自
身
を
知
る
た
め
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
、
そ

の
受
験
料
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
の
強
み
や
弱
み
を
知
る
事
が
で

き
、
大
学
生
活
に
お
い
て
、
成
長
の

変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
就
職
活

動
を
円
滑
に
進
め
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
ま
す
。

健
康
栄
養
学
部
長�

丸
井　

正
樹

健
康
栄
養
学
部
こ
こ
に
あ
り
！

　

学
園
と
し
て
七
〇
周
年
を
、
大
学

と
し
て
十
三
年
目
を
迎
え
た
本
学
の

健
康
栄
養
学
部
長
に
本
年
四
月
一
日

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
将
来
に
向

け
て
発
展
が
期
待
さ
れ
る
伝
統
あ
る

本
学
を
良
き
大
学
と
す
る
よ
う
に
教

職
員
と
と
も
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

健
康
栄
養
学
部
は
人
の
生
活
に
最

も
密
着
し
た
「
食
と
栄
養
」
を
研
究

分
野
と
し
て
い
ま
す
。
本
学
部
の
使

命
は
社
会
の
人
々
に
「
食
か
ら
得
ら

れ
る
健
康
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ

り
、
食
品
学
科
と
管
理
栄
養
学
科
が

連
携
し
て
研
究
す
る
こ
と
で
成
し
得

ま
す
。
そ
こ
に
必
要
な
の
は
教
員
と

事
務
員
が
意
見
交
換
し
相
互
に
協
力

し
て
取
組
む
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が

成
さ
れ
て
い
る
本
学
の
体
質
は
学
生

と
教
職
員
と
の
気
持
ち
の
上
で
の
距

離
を
近
く
し
、
意
見
を
交
わ
す
機
会

を
多
く
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
学

部
長
は
学
生
組
織
で
あ
る
学
友
会
の

顧
問
と
い
う
重
責
を
担
っ
て
い
ま

す
。
大
学
側
の
役
職
に
あ
り
な
が
ら

学
生
の
意
見
を
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な

い
役
割
で
あ
り
、
中
間
管
理
職
的
な

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
学
生
が

魅
力
を
感
じ
る
大
学
生
活
を
送
る
た

め
に
は
一
肌
脱
い
で
頑
張
ら
な
く
て

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
良
き
学
生
時

代
は
卒
業
後
の
長
い
人
生
に
必
ず
や

プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
後

援
会
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

大
学
を
成
長
さ
せ
、
さ
ら
に
皆
様
の

ご
支
援
で
「
東
京
聖
栄
大
学
健
康
栄

養
学
部
こ
こ
に
あ
り
！
」
と
声
高
ら

か
に
世
界
に
呼
び
か
け
る
の
は
も
う

す
ぐ
で
す
。
本
学
の
発
展
の
た
め
に

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

三
年
担
任

風
見　

公
子
准
教
授

一
年
担
任

宮
内　

眞
弓
教
授

二
年
副
担
任

小
林　

陽
子
准
教
授

一
年
副
担
任

矢
島　

克
彦
助
教

三
年
副
担
任

片
山　

佳
子
講
師

四
年
担
任

荒
木　

裕
子
教
授

一
年
担
任

吉
田　

光
一
准
教
授

二
年
副
担
任

山
本　

直
子
助
教

四
年
副
担
任

福
田　

亨
准
教
授

三
年
担
任

伏
脇　

裕
一
教
授

 

後
援
会
の
寄
贈

管
理
栄
養
学
科
担
任
紹
介

食
品
学
科
担
任
紹
介

平成29年度後援会役員紹介

会　　長� ４FA� 加　藤　友　作
副 会 長� ３FB� 三　岳　得津子
副 会 長� ２FB� 野　田　哲　三
会　　計� ４NB� 西　村　啓　子
会　　計� ３NB� 田　　　恭　子
会計監査� ３FA� 大　江　博　美
会計監査� ２FA� 木　村　光　子
役　　員� ４NA� 大　塚　英　隆
役　　員� ４NA� 勝　倉　純　子
役　　員� ４FA� 五　島　弘　子
役　　員� ３NB� 松　永　真由美
役　　員� ３NA� 越　沼　晴　枝
役　　員� ３FA� 佐　藤　裕季子
役　　員� ３FA� 新　井　　　薫
役　　員� ３NA� 小　林　恵　美
役　　員� ２NA� 片　柳　知香子
役　　員� ２NB� 山　本　　　進
役　　員� ２FA� 阿　部　智　子
役　　員� ２FA� 綾　　　春　恵
役　　員� ２FA� 小　島　哲　志
役　　員� ２FB� 須　賀　秀　紀
役　　員� １NA� 粟　屋　しらべ
役　　員� １NB� 津　田　眞　利
役　　員� １NB� 野　口　春　美
役　　員� １NB� 畑　中　利　夫
役　　員� １FA� 朝比奈　邦　雄
役　　員� １FB� 伏　見　　　広
役　　員� １FB� 山　本　　　勇

〈敬称略〉

●
学
友
会
へ
の
寄
贈

　

学
友
会
が
使
用
す
る
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
一
台
、
レ
ー
ザ
ー
プ
リ

ン
タ
一
台
及
び
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
一
台

を
購
入
し

寄
贈
し
ま

し
た
。
学

友
会
で
は
、

各
種
イ
ベ

ン
ト
等
の

企
画
書
類

の
作
成
や

　
な
お
、
各
学
年
の
教
育
・
学
生
指

導
等
に
お
い
て
、
助
手
の
方
々
に
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

二
年
担
任

髙
橋　

祥
子
教
授

三
年
副
担
任

星
野　

浩
子
助
教

四
年
担
任

岡
田　
　

弘
教
授

四
年
副
担
任

植
松　

節
子
准
教
授

一
年
副
担
任

海
老
澤　

隆
史
助
教

二
年
担
任

鈴
木　

等
准
教
授

パソコン寄贈


